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２

国
の
財
政
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

総
じ
て
景
気
回
復
を
優
先
し
た
財

政
運
営
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
危

機
的
な
状
況
に
至
り
ま
し
た
。
ま

た
、
か
つ
て
の
よ
う
な
高
い
経
済

成
長
に
依
存
し
た
税
収
の
伸
び
が

期
待
で
き
な
い
中
で
、
急
速
な
人

口
の
高
齢
化
等
に
伴
う
経
費
の
増

大
や
国
債
費
の
増
大
等
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
構
造
は
、
ま
す
ま
す
硬

直
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
本
町
も
同

様
で
あ
り
、
借
金
依
存
型
の
財
政

運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
税
等
の
自
主
財
源
は

全
体
の
二
十
四･

一
％
と
低
い
う

え
に
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
（
一
億
八
、八
〇
〇
万
円
）

を
行
う
な
ど
、
従
来
に
も
ま
し
て
、

行
政
経
費
の
節
減
合
理
化
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
の
計
画
的
か
つ
、
重
点

的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

歳歳 入入

勝浦町議会３月定例会において、平成15年度の当初

予算が可決成立しました。

一般会計予算の総額は、前年度当初予算に比べて

0.9％（3,000万円）減の32億8,800万円となりました。

町税
382,044千円
11.6％

繰越金
80,000千円 2.4％

諸収入
49,496千円 1.5％

地方譲与税
60,227千円 1.8％

利子割交付金
5,526千円 0.2％

地方消費税交付金
50,223千円 1.5％

自動車取得税交付金
19,921千円 0.6％

地方特例交付金
13,388千円 0.4％

交通安全対策特別交付金
1，000千円 0．0％

国庫支出金
114,476千円 3.5％

分担金および負担金
15,645千円 0.5％

使用料および手数料
66,092千円 2.0％

財産収入
5,311千円 0.2％

寄附金
１千円 0.0％

繰入金
192,688千円 5.9％

地方交付税
1，566,181千円 47.6％

県支出金
203,081千円

6.2％

町債
462,700千円

14.1％

依存財源
2，496，723千円（75.9％）

自主財源
791，277千円（24.1％）

歳 入
3，288，000

千円

平
成
十
五
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

三
十
二
億
八
、八
〇
〇
万
円
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性性質質別別
歳歳 出出

特別会計名 当初予算額

国 民 健 康 保 険 744，785
簡 易 水 道 事 業 26，321
住宅新築資金等貸付 14，430
農 業 集 落 排 水 事 業 28，785
老 人 保 健 980，469
介 護 保 険 595，095

勝浦病院

事 業

収益的
収入 832，000
支出 832，000

資本的
収入 49，561
支出 93，731

主な普通建設事業（2,000万円以上の事業）

道 路 改 良 事 業 80，013

町 単 道 路 改 良 事 業 65，898

林 道 開 設 事 業 48，405

広 域 農 道 整 備 事 業 28，533

基幹水利施設補修事業 26，250

辺 地 対 策 事 業 25，004

基 盤 整 備 促 進 事 業 20，211

平成15年度 特別会計予算 単位:千円

目目的的別別
歳歳 出出

総務費
783,942千円
23.8％

民生費
490,586千円
14.9％

教育費
272,570千円
8.3％

衛生費
258,095千円
7.8％

農林水産業費
265,146千円 8.1％

商工費
8,427千円 0.3％

消防費
38,082千円 1.2％

災害復旧費
13,469千円 0.4％

予備費
13,000千円 0.4％

議会費
57,586千円 1.7％

土木費
242,247千円
7.4％

公債費
844,850千円
25.7％

目的別歳出
3，288，000

千円

性質別歳出
3，288，000

千円

単位:千円

人件費

835,609千円
25.4％

物件費

480,212千円
14.6％

普通建設事業費

425,915千円
13.0％

公債費
845,100千円

25.7％

繰出金

308,496千円
9.4％

予備費

13,000千円 0.4％

貸付金

10,290千円 0.3％

積立金

762千円 0.1％

災害復旧事業費
13,469千円 0.4％

補助費等

181,906千円 5.5％

扶助費

159,219千円 4.8％

維持補修費
14,000千円 0.4％

投資および出資金

22千円 0.0％
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勝
浦
町
職
員
配
置
図

４

助
役
倉
橋
孝
明

町
長
川
口
幸
一

収
入
役
松
浦
照
雄

税
務
課

（
２
-1503）

住
民
課

（
２
-1501）

産
業
振
興
課

（
２
-1505）

建
設
課

（
２
-1506）

総
務
課

（
２
-2511）

課
長
戸
川
茂
一

課
長
補
佐
秋
成
ふ
み
よ

課
長
補
佐
大
島
信
明

係
長
山
田
徹

係
長
野
上
武
典

係
長
坪
井
泰
博

係
長
海
川
好
史

主
事
湯
浅
み
ゆ
き

主
事
大
上
誉
司

主
事
北
峰
伸
治

主
事
補
宮
本
卓

用
務
員
上
西
智
子

用
務
員
原
晴
美

課
長
島
恵
次

課
長
補
佐
今
川
和
人

係
長
伊
丹
眞
悟

係
長
松
本
重
幸

係
長
大
西
博
己

主
事
長
友
清
美

主
事
藤
井
小
百
合

課
長
山
平
志
信

課
長
補
佐
松
田
常
男

係
長
岡
本
重
男

係
長

和
夫

主
事
正
瑞
美
佳
子

主
事
上
村
和
也

主
事
中
田
敦
士

主
事
補
柳
田
優
子

福
祉
課

（
２
-1502）

課
長
光
井
雅
己

課
長
補
佐
兼
坂
部
幸
子

次
長

課
長
補
佐
秋
本
恵
美
子

課
長
補
佐
前
田
泰
子

課
長
補
佐
岩
佐
誠
明

課
長
補
佐
福
山
千
佳
子

係
長
久
木
喜
仁

係
長
味
間
恵
子

保
健
師
松
本
澄
世

保
健
師
松
崎
妙

主
事
補
上
野
弘
一
朗

課
長
国
清
一
治

課
長
補
佐
玉
置
守

課
長
補
佐
宮
浦
富
雄

課
長
補
佐
前
田
晃
司

係
長
穏
台
千
鶴

係
長
河
野
稔
彦

主
事
補
松
田
悦
昭

主
事
補
笠
松
正
利

課
長
石
尾
治
美

課
長
補
佐
柳
澤
裕
之

課
長
補
佐
豊
岡
和
久

係
長
笠
木
義
弘

技
師
後
藤
信
之

技
師
西
浜
浩
史

主
事
補
花
岡
忍

技
師
補
高
田
悦
尚

電
算
室

（
２
-2512）

保
育
所

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
２
-4649）

住
民
課
長
兼
山
平
志
信

所
長

次
長
松
下
義
和

用
務
員
根
木
功

用
務
員
林
健
次

生
比
奈

（
２
-3077）

横
瀬

（
２
-2246）

所
長
志
摩
道
子

主
任
保
育
士
西
嶋
喜
美

主
任
保
育
士
神
子
家
素
恵

保
育
士
阿
望
美
登
里

保
育
士
増
田
瑞
穂

保
育
士
斎
雅
子

保
育
士
松
坂
敦
子

調
理
員
勢
田
澄
子

次
長
寺
尾
弘
恵

主
任
保
育
士
鈴
木
倫
子

保
育
士
圓
乗
安
代

保
育
士
木
村
美
枝

保
育
士
青
山
美
恵
子

調
理
員
湊
清
美

収
入
役
室

係
長
新
居
廣
子

福
祉
セ
ン
タ
ー

用
務
員
田
辺
義
弘
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教
育
委
員
会

教
育
長
松
浦
一
博

議
会
監
査
委
員

副
院
長
小
西
康
備

内
科
医
師
藤
本
小
百
合

内
科
医
師
上
村
英
子

薬
局
長
峯
公
子

薬
剤
師
正
瑞
嘉
久

診
療
放
射
線
森
本
康
代

技
師

検
査
技
師
横
田
玲
子

検
査
助
手
兼
松
田
千
恵
子

看
護
師

理
学
療
法
士
清
田
美
和

理
学
療
法
士
平
畠
美
幸

理
学
療
法
士
武
市
明

看
護
師
長
坂
田
ヒ
ナ
子

主
任
看
護
師
吉
守
節
子

看
護
師
登
家
高
子

看
護
師
石
尾
美
恵
子

看
護
師
入
田
廣
美

看
護
師
大
西
富
子

看
護
師
山
口
真
理
子

看
護
師
泉
原
孝
子

看
護
師
日
浦
勝
子

看
護
師
稲
岡
清
子

看
護
師
岡
本
美
智
子

看
護
師
澤
野
り
き
江

看
護
師
中
陽
裕
美

看
護
師
中
川
美
穂

看
護
師
久
保
君
代

看
護
師
松
下
洋
子

看
護
師
久
木
章

看
護
師
福
野
千
代

看
護
師
小
川
由
子

看
護
師
上
岡
美
代
子

看
護
師
森
下
由
枝

事
務
局
長
幸
野
照
子

次
長
谷
添
美
津
子

係
長
笹
山
芳
宏

主
事
松
本
博
文

主
事
中
瀬
弘
晴

主
事
補
多
田
尚
弘

用
務
員
鶴
本
良
昭

用
務
員
森
本
秀
則

栄
養
士
坂
口
文
子

調
理
員
新
居
美
代
子

調
理
員
呑
口
早
苗

調
理
員
樫
本
由
紀

調
理
員
森
上
や
よ
い

調
理
員
宮
下
朝
子

横
瀬
小
学
校

（
２
-2009）

用
務
員
谷
口
和
枝

生
比
奈
小
学
校

（
２
-3004）

用
務
員
岡
本
ひ
ろ
子

勝
浦
中
学
校

（
２
-2591）

用
務
員
清
水
敏
子

院
長
平
賀
隆

事
務
局

（
２
-2513）

局
長
坂
田
敬
子

主
事
瀧
本
佐
智
子

給
食
セ
ン
タ
ー

（
２
-3096）

教
育
委
員
会
事
坂
井
芳
久

務
局
長
兼
所
長

調
理
員
三
好
君
代

調
理
員
河
野
岐
三
代

調
理
員
栗
坂
早
苗

調
理
員
岡
久
美
子

調
理
員
中
実
千
枝

調
理
員
山
上
世
津
子

事
務
局

（
２
-2515）

局
長
坂
井
芳
久

次
長
藤
田
都

次
長
倉
坪
泰
幸

係
長
石
木
正
昭

主
事
寺
尾
由
美

書
記
山
下
歩

勝
浦
会
館

（
２
-3305）

福
祉
課
長
補
佐
坂
部
幸
子

兼
次
長

位
置
図

男
Ｗ
Ｃ

女
Ｗ
Ｃ

収
入
役
室
収入役

福
祉
課

（
2－
1502）

社
会
福
祉
係
・
児
童
福
祉
係

予
防
係
・
保
健
係
・
高
齢
係

障
害
係
・
介
護
保
険
係

入
口
フ
ロ
ア

受
付

住
民
課

（
2－
1501）

住
民
係

国
民
年
金
係

選
挙
係

環
境
係

住
宅
係

町
長

税
務
課
（
2－
1503）

町
民
税
係
・
固
定
資
産
税
係

収
納
係
・
国
民
健
康
保
険
係

諸
税
係
・
庶
務
係

総
務
課

（
2－
2511）

行
政
係
・
財
政
係
・
人
事
係

企
画
係
・
広
報
公
聴
係

管
財
係
・
防
災
係
・
電
算
係

建
設
課

（
2－
1506）
産
業
振
興
課

（
2－
1505）

土
木
係

基
盤
整
備
係

建
築
係

県
営
事
業
係

庶
務
係

農
林
業
振
興
係

商
工
係

観
光
係

庶
務
係

助
役

勝
浦
病
院

（
２
-2555）

町
長

助
役



６

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
平
成

十
二
年
か
ら
始
ま
り
今
年
で
四
年
目
を
迎

え
、
集
落
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
も
二
十
六
集
落
八
五
二
戸
の
協

定
参
加
者
に
よ
り
農
道
、
農
地
の
管
理
は

も
ち
ろ
ん
参
加
者
の
発
想
に
よ
っ
て
花
づ

く
り
や
ビ
オ
ト
ー
プ
（
ホ
タ
ル
、
ト
ン
ボ

な
ど
の
生
態
系
の
保
護
）
な
ど
多
面
的
機

能
の
増
進
活
動
に
よ
っ
て
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
活
力
の

あ
る
集
落
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、
次
に

よ
り
勝
浦
町
中
山
間
地
域
活
性
化
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
近
隣
市
町
村
の
取
り

組
み
事
例
発
表
や
町
内
集
落
の
取
り
組
み

事
例
な
ど
制
度
を
生
か
し
た
活
用
内
容
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。
協
定
参
加
者
は
も
ち
ろ

ん
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
の
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
五
年
五
月
二
十
三
日

午
後
一
時
三
十
分
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

※
新
規
協
定
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
集
落

の
代
表
者
を
通
じ
て
産
業
振
興
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
四
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

創
立
十
周
年
記
念
事
業
を
ふ
る
さ
と
勝

浦
で
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

五
月
十
八
日

午
後
零
時
三
十
分
～

第
一
部

記
念
式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
入
場
無
料
）

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

「
勝
浦
川
慕
情
」
を
歌
う
、
歌
手
野
々

村
あ
い
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
と
会
員
に
よ

る
演
芸
、
地
元
勝
浦
か
ら
も
交
流
出
演
が

あ
り
ま
す
。

第
二
部
交
流
懇
親
会
（
会
費
一
、〇
〇
〇
円
）

日

時

午
後
四
時
～

場

所

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

体
育
館

お
問
い
合
わ
せ
は

勝
浦
町
産
業
振
興
課

二
―
一
五
〇
五
ま
で

日

時

五
月
二
十
五
日

午
後
一
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

演

題
「
あ
り
の
ま
ま
、
そ
の
ま
ま
に
生
き
る
」

毎
年
町
民
の
方
を
対
象
に
し
て
、
社
会

総
合
大
学
を
開
校
し
て
い
ま
す
。
そ
の
記

念
行
事
と
し
て
「
文
化
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

今
年
の
講
師
は
、
真
屋
順
子
氏
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。「
あ
り
の
ま
ま
、
そ
の
ま

ま
に
生
き
る
」
と
題
し
て
、
い
の
ち
、
健

康
、
福
祉
、
家
族
の
絆
、
自
殺
・
人
権
、

等
々
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
社
会
総
合
大
学

開
講
式

イベント
催し物

勝
浦
町
中
山
間
活
性
化

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会

十
周
年
記
念
事
業
の
ご
案
内

（真 屋 順 子 氏）

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura .tokushima .jp
議会事務局 ２－２５１３
gikai@town.katsuura .tokushima .j p
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura .tokushima .j p
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima .j p

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokushima .j p
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokushima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura .tokushima .jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyouiku@town.katsuura.tokushima.jp

アア ララ カカ ルル トト報報情情

（金）

（日）



７

町
内
の
各
地
区
の
花
壇
や
ゴ
ミ
の
集
積

所
周
辺
に
花
な
ど
を
植
え
つ
け
、
管
理
を

さ
れ
環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
）
団
体
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
事
業
費
の
一
部
を
助
成

い
た
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
住

民
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
五
月
末
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

(

申
請)

先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一
ま
で

徳
島
県
知
事
選
挙
が
五
月
十
八
日

に

執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
の
一
票
は
、
今
後
の
地
方
自

治
の
方
向
を
定
め
る
と
い
う
大
切
な
一
票
。

投
票
日
に
は
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【
投
票
時
間
】

平
成
十
五
年
五
月
十
八
日

午
前
七
時
～
午
後
八
時
ま
で

【
不
在
者
投
票
】

仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め
に
、
投
票
日

に
投
票
所
に
行
け
な
い
見
込
み
の
方
で
、

法
律
に
定
め
ら
れ
た
事
由
に
該
当
す
る
方

は
、
告
示
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

★
日
時
五
月
一
日
～
五
月
十
七
日
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時
ま
で

＊
土
・
日
・
祝
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

★
場
所
勝
浦
町
役
場
住
民
課

ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し

た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
や
入
所

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
も
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
施
設
等
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

＊
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
で
、
法

律
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
程
度
に
該
当

す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
郵
便
に

よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、
勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
住
民
課
）

二
―
一
五
〇
一
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
ん
ぱ
く
教
室
へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
！

●

生
比
奈
保
育
所
の
園
庭
や
リ
ズ
ム
室
で

好
き
な
遊
び
を
し
た
り
、
楽
し
く
歌
を

歌
っ
た
り
、
お
話
を
聞
い
た
り
、
手
遊

び
な
ど
を
し
ま
す
。

●

み
ん
な
で
育
児
や
子
ど
も
さ
ん
の
成
長

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
気
楽
に
参
加

し
て
、
楽
し
い
教
室
に
し
ま
せ
ん
か
？

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

子
育
て
が
う
ま
く
い
か
ず
、
つ
い
つ
い

自
分
を
責
め
て
し
ま
っ
た
り
、
い
ら
い
ら

し
て
、
つ
い
子
ど
も
に
あ
た
り
後
悔
を
繰

り
返
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

直
接
保
育
所
に
来
て
い
た
だ
い
て
も
け
っ

こ
う
で
す
し
、
電
話
で
の
相
談
も
受
付
ま

す
。
相
談
時
間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

徳
島
県
知
事
選
挙

お知らせ環
境
美
化
花
づ
く
り

補
助
金
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

五
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

28日 21日 14 日 ７ 日

○

四
・
五
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

手
型
押
し
遊
び
や
粘
土
遊
び
等

○

保
健
師
さ
ん
に
よ
る
健
康
相
談
と

身
体
測
定

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

身
近
な
も
の
を
使
っ
て
製
作
を
し

た
り
、
手
遊
び
な
ど
を
す
る

○

平
成
十
五
年
度

わ
ん
ぱ
く
教
室

受
付

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
づ
く
り
等

（水）

（日）

（日）

（水）（水）（水）
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介護保険からのお知らせ

平成15年度から介護保険料が変わります
介護保険がスタートして３年が経ち、この間

に制度に対する理解も深まり、実際にサービス

を利用する人も着実に増えています。

保険料率の額は３年に一度改定されることに

なっており、平成15年度から保険料基準月額は

4,200円に改定されました。

介護保険料は、介護保険制度の定着とともに

サービスを利用する人の数や利用量の増、居宅・

施設サービスの基盤整備の充実、また、利用者

や未利用者の意向も勘案し費用額を推計し、基

準額を決定しています。

保険料の改定にご理解とご協力をお願いいた

します。

平成12年度から平成14年度までの年間保険料額

段 階 別 対 象 者 年間保険料の額

第１段階
生活保護受給者・福祉年
金受給者であって世帯全
員が住民税非課税

18,240円

第２段階 世帯全員が住民税非課税 27,360円

第３段階 本人は住民税非課税 36,480円

第４段階
本人は住民税課税であっ
て前年の所得金額が250
万円未満

45,600円

第５段階
本人は住民税課税であっ
て前年の所得金額が250
万円以上

54,720円

平成15年度から平成17年度までの年間保険料額

段 階 別 対 象 者 年間保険料の額

第１段階
生活保護受給者・福祉年
金受給者であって世帯全
員が住民税非課税

25,200円

第２段階 世帯全員が住民税非課税 37,800円

第３段階 本人は住民税非課税 50,400円

第４段階
本人は住民税課税であっ
て前年の所得金額が200
万円未満

63,000円

第５段階
本人は住民税課税であっ
て前年の所得金額が200
万円以上

75,600円

◎第４段階と第５段階の境界となる基準所

得が250万円から200万円になりました。

改
定

保険料見直しが必要な理由

１ 介護を必要とする人の増加

高齢者が増加するとともに、介護を必要とす

る人も増えています。
２ サービスを利用する人の増加

介護保険制度の定着とともに、サービスを利

用する人の数や利用量が増えています。
また、平成12年度からの３年間において、介

護給付費が予定より上回ったことにより保険料

の不足分を県から借入しています。
３ サービスの基盤整備が進んでいます

必要なときに必要なサービスが受けられるよ

う、在宅、施設サービスの整備が進んでいます。

介護サービス量等の実績と将来推計

高齢者人口の推計（各年度10月値）

平成12～14年度実績

平成15～17年度見込

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14
1,954人 1,982人 2,015人

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17
2,011人 2,020人 2,029人

＊前期高齢者数（65歳～74歳の方）５％減
＊後期高齢者数（75歳以上の方） 11％増

２％増

要介護認定者数の推計（各年度10月値）

平成12～14年度実績

平成15～17年度見込

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14
313人 321人 346人

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17
355人 363人 370人

11％増

介護給付費の見込み

平成12～14年度実績

平成15～17年度見込

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14
465,090千円 543,652千円 555,660千円

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17
575,960千円 591,977千円 602,875千円

（居宅サービス 16％増 施設サービス ５％増）

12％増
実績と将来の見込みに基づき、
見直しが行われました



９

特別徴収（年金から天引き）されているみなさんへ

特別徴収に該当される方は、仮徴収分の介護保険料額通知書（４月、６月、８月

分）を４月初旬に通知しましが、平成15年度の介護保険料額の算定は、前年度所得

等の確定が６月以降になるため、保険料額確定通知は７月に通知いたします。

平成15年度分 段階別保険料額（例）
（次の段階別保険料額の表は、被保険者ごとでは金額が
異なりますが、年額は同じです。）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

第１段階 3，000 3，000 3，000 5,400 5,400 5,400 25,200

第２段階 4,500 4,500 4,500 8,100 8,100 8,100 37,800

第３段階 6,000 6,000 6,000 10,800 10,800 10,800 50,400

第４段階 7,600 7,600 7,600 13,400 13,400 13,400 63,000

第５段階 9,100 9,100 9,100 16,100 16,100 16,100 75,600

納付日 ４月15日 6月13日 8月15日 10月15日 12月15日 ２月13日

← ４月、６月、８月分は平成15年度の仮算定分です → ← 10月以降の保険料額は７月に改めて通知します → （単位:円）

※納付日は年金支払日の年６回（４月、６月、８月、10月、12月、２月）となっています。

☆４月、６月、８月分の金額により、10月分以降の保険料額を調整していますので、10

月からの保険料額は高くなりますが、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

☆年金の現況届の提出を忘れると、年金も支給停止となり介護保険料も年金から天引き

ができなくなりますので必ず提出しましょう。

普通徴収（納付書で直接納付、口座振替）されているみなさんへ
平成15年度の保険料額確定通知は７月に通知いたします。

４月 ５月 ６月
第１期
７月
第２期
８月
第３期
９月
第４期
10月
第５期
11月
第６期
12月
１月 ２月 ３月 合計

第１段階 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 25,200

第２段階 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 37,800

第３段階 8,400 8,400 8,400 8,400 8,400 8,400 50,400

第４段階 10,500 10,500 10,500 10,500 10,500 10,500 63,000

第５段階 12,600 12,600 12,600 12,600 12,600 12,600 75,600

納付日 ７月31日８月31日９月30日10月31日11月30日12月25日

平成15年度 普通徴収 段階別保険料額

〇年度途中で65歳となられた方は、次年度の９月までは年金から天引き（特別徴収）されませんので

（年金受給手続き等が遅れた場合は、次々年度９月までは特別徴収されません）普通徴収として直

接納付、口座振替で納めていただくことになります。

お問い合わせ先

勝浦町福祉課 介護保険係 （08854）２－1502

（介護保険制度の周知、相談のため広報員が戸別訪問していますのでお気軽にご相談ください。）
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協
同
組
合

農

業

施設園芸の振興を図るため、
暖房施設等の設備費に対し補助
し、収益の向上、経営の安定を
図る。

①自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。
②補助対象規模は、１施設当たり２ａ以上と
し、当該年度に１施設とする。
暖房施設の導入に要する経費

10分の２以内
ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

５ 農業用ハウス暖房施設導入事業

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

農産物の貿易自由化の進展に
伴い、国際化社会の中で外国農
業との競争力強化を図るため、
国際化社会に対応できる人材の
育成を図る。

農業者の組織する団体で勝浦町内において
過去３年以上組織として活動していること。
①１組織の参加人員は５人以上とする。
②海外視察の目的等を記載した計画書を提出
し、町長の承認を得ること。
③同一団体の再度海外研修の申し出は、原則
として認めない。
④出発から帰着までの期間中における病気け
が、盗難、事故等が生じても町は一切の責
任を負わないものとする。
⑤帰国後、視察報告書を作成するとともに発
表、投稿等に協力できること。
農業者育成研修に要する経費

１人当たりの
限度額を７万
円、若しくは
事業費の10分
の３以内のい
ずれか低い額
とする。

産業振興課

６ 先進海外農業視察研修事業

協
同
組
合

農

業

耕作放棄地の減少に努めると
ともに、農地が持つ公益的機能
の維持と農村景観の保全を図る
ため、苗木の導入を支援する。

①労働力不足等により耕作を放棄しようとす
る農家。
②導入樹種は、さくら、花桃、花梅等で農村の
景観形成に資するもの。
苗 木 代

２分の１以内
ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

７ 農地保全支援事業

貸
付
者

農

地

農地の流動化を促進するため、
賃貸借権を設定した場合に貸付
者に対し補助する。

５年以上の期間で賃貸借権を設定した場合
別表９の「農業委員会が定める標準小作料」
を基準とする。

10ａ当たり標準
小作料の５年間
の10分の２以内

産業振興課

８ 農地利用集積流動化支援事業

農
業
者
等

認

定

家畜飼養管理に大きなウェー
トを占める給餌作業を機械化す
ることにより省力化し、畜産農
家の経営の安定を図る。

畜種ごとにおおむね
酪農・成牛 20頭 養 豚 200頭
肉 用 牛 60頭 採卵鶏・成鶏 1，000羽
以上を常時飼養する専業または複合経営農家
とする。

10分の２以内
とし、上限は

50万円とする。
産業振興課

９ 家畜自動給餌機技術導入事業

認
定
農
業
者
等

新たに農業を始めようとする
青年等に対し、経営を開始する
際の準備資金を助成することに
よって就農を支援する。

①勝浦町に住所並びに事業地（ほ場）を有す
る者または有することが確実である者
②国の制度資金である「就農支援資金」の
「就農施設等資金」を活用し、自立した農
業経営を開始する者または開始している者
月額６万円とし、貸付日の翌月から12ヶ月
４半期ごとに交付する。

産業振興課

10 新規就農者支援事業

農
業
者
等

認

定

町の実施方針に基づく各年結
果対策（交互結実栽培）を支援
する。

フィガロン乳剤1,000倍・500リットル／10ａ
散布を基準とする。

２分の１以内 ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

11 みかん産地活性化事業

農
業
者
等

認

定

新技術等の地域への普及を図
ることを目的とする。

地域に普及していない先導的な生産技術等の
導入にチャレンジしようとする活動に支援す
る。

10分の２以内
産業振興課

12 チャレンジ営農支援事業
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事業主体 事 業 内 容 採択基準および経費 補 助 率 申 込 先
す
る
団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
協
同
組
合
、
農
業
者
の
組
織

小規模土地改良事業
農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない小規模な農用地の造
成、放任園の再開園、果樹園
および水田の平坦地化への改
良事業。

①でき上がり後の作目は、農業経営基盤強化
促進基本構想（平成６年３月制定）に定め
るもの。またはこれらの関連施設であること。
②造成後の有効利用面積が５ａ以上で、勾配は
各種のハウス栽培等が可能な10％以内とする。
③原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。
ほ場の造成改良に必要な農業用機械使用料と
石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内
とし、上限は
50万円とする。

産業振興課

団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道整備事業

農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない園内道の新設、改良
を行う事業。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上である
こと。
②原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。
園内道の新設、改良に必要な農業用機械使用
料と石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は
50万円とする。 産業振興課

団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道舗装補助事業
国、県等が実施する補助事
業の採択基準に満たない園内
道の舗装を行い、軽労働化、
省力化を推進し、作業能率の
向上を図るもの。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上とする。
②生コンの厚さは、10㎝を標準とする。
園内道の舗装に必要な生コンクリート代

２分の１以内
とし、上限は
50万円とする。 産業振興課

農
業
協
同
組
合

畜産環境・土づくり
関連対策事業
町内家畜糞を原料とした良
質で安価な堆肥を安定的に耕
種農家に供給することにより
地力増進を図り、農家の経営
安定と畜産環境保全を図る。

①野菜、果樹等を栽培するために、堆肥を必
要とする農家であること。
②勝浦町畜産環境システム施設で製造の牛糞
堆肥または豚糞堆肥を使用すること。
③補助対象施肥量は、別表８に定める施用基
準の２分の１以上とする。
土づくりに必要な堆肥の供給代

10分の２以内

ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

１ 土地基盤整備事業

農
業
協
同
組
合

ハウス施設、大型トンネルを
設置した場合補助金を交付し、
施設園芸の振興を図る。

①補助対象規模は、１戸当たり２ａ以上。
②大型トンネル施設にあっては５ａ以上。
③自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。
補助対象事業費は、800万円を限度とし、別
表７の補助対象事業費を用いる。ただし、補助
対象事業費に満たないときは実事業費とする。

別表７の補助
対象事業費ま
たは実事業費
の10分の２以

内。

ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

２ ハウス施設新設奨励事業

協
同
組
合

農

業

条件が悪く園内道等の設置が
できにくい園地等に園内道的な
役割をさせるもの。

新設およびレールの増設を対象とする。
事業限度額は、100ｍ当たり150万円までとす
る。

10分の２以内 ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

３ 単軌条運搬機導入事業

農業経営の合理化・近代化等を推進するため、勝浦町では各

種補助事業を設けていますので、積極的にご活用ください。

詳しいことは、勝浦町産業振興課（ ２―1505）またはＪＡ東とくし

ま勝浦統括支所（ ２―2521）までお問い合わせください。

農
業
協
同
組
合

果樹労働の省力化を図るもの。①クローラ型、ホイル型は問わないが、導入
する園地の形状にあった有効活用ができる
型式とする。
②積載量は原則として250㎏～400㎏までとす
る。
小型動力運搬機代

10分の２以内

ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

４ 小型動力運搬機導入事業

産業振興課

町単補助事業のご案内
平成15年度

（１）

（２）

（３）

（４）
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「
春
の
行
政
相
談
週
間
」

の
実
施

国民年金だより

出
張
年
金
相
談
所
の

開
設
！

住

民

課

五
月
十
九
日

か
ら
二
十
五
日

ま
で

の
一
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相

談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
行
政

相
談
委
員
が
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支

援
の
も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、
福
祉
介

護
等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
付

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所

日

時

平
成
十
五
年
五
月
九
日

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

相
談
室

担
当
行
政
相
談
委
員

高
橋
嗣
男
さ
ん

相
談
内
容

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直
し

凹
凸
の
解
消
）、
交
通
安
全
、

年
金
、
福
祉
、
介
護
保
険
、

登
記
、
農
林
水
産
、
商
工
、

社
会
教
育
、
郵
便
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～
行
政
相
談
委
員
～

行
政
相
談
委
員
は
、
①
国
の
仕
事
、
②

Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人
の
仕
事
、

③
県
、
市
町
村
が
国
の
補
助
金
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
等
を
お
受

け
し
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
相
談
の
受
付
は
、
委
員
の
自
宅
で
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
定
期
的
に
勝
浦
町
住
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室
で
毎
月
第
二
金
曜
日

に
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、

次
の
方
で
す
。

氏

名

高
橋
嗣
男

住

所

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
上
小
川
三

十
七
番
地

電

話

二
―
三
五
〇
二

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
毎
月
一
回
（
第

二
木
曜
日
）
出
張
年
金
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
当
日
、
徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

係
官
が
二
名
来
町
し
、
年
金
全
般
に
わ
た

る
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
制
度
の
こ
と
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
関
す
る
こ
と
な

ど
現
在
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
、
ま

た
こ
れ
か
ら
請
求
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日

時
平
成
十
五
年
五
月
八
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

場

所
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

一
階
相
談
室

そ
の
他
年
金
を
受
給
さ
れ
る
前
の
方

は
年
金
手
帳
を
、
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
年
金
証

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

学生の皆さん

学生納付特例制度を
知っていますか？

●『学生納付特例制度』は、在学期間中の保険料を社会人
になってから支払うことができる制度です。

学生納付特例制度は、前年の所得を確認する必要があり
ますので、毎年申請が必要です。『国民年金保険料学生納
付特例申請書』に添付書類を添えて勝浦町住民課窓口へご

提出ください。

添付書類……在学証明書または学生証〔写〕
年金手帳・印鑑
前年度または今年度に会社などを退職と

なられた方は、雇用保険被保険者離職票
または、雇用保険受給資格者証

・対象となる学生さんは？
大学〔大学院〕・短大・高等学校・高等専門学校・専
修学校および個別に定められた各種学校・その他教育施

設の一部に在学する20歳以上の学生であって学生本人の
所得が68万円以下であることとなります。

・承認される期間は？
４月 (または申請月の前月) から翌年の３月までです。
平成15年４月から受けられるためには、５月末までに
手続きが必要です。

・承認されるとどうなるの
学生納付特例を受けた期間は、年金を受給するための
資格期間に算入されます。

しかしながら、将来受ける老齢基礎年金額については
反映されない期間となりますので、学生納付特例期間に
ついては、保険料を10年間さかのぼって納付することが

できる〔追納制度〕があります。

問い合わせ先
徳島南社会保険事務所 088－652－3111

勝浦町住民課 ２－1501

（月）

（木）

（金） （日）
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町
で
は
農
業
用
機
械
施
設
と
し
て
ユ
ン

ボ
（
幅
二
ｍ
）
と
ミ
ニ
ユ
ン
ボ
（
幅
八
十

㎝
）
を
所
有
し
て
お
り
ま
す
。
業
務
は
中

山
の
片
山
博
之
さ
ん
（

二
―
三
五
七
四
）

に
委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

利
用
内
容

老
木
園
、
不
良
園
の
改
植
、
園
内
道
の

整
備
、
農
道
の
新
設
整
備
、
お
よ
び
小

規
模
の
土
地
基
盤
整
備
等

費

用

※
上
記
利
用
料
お
よ
び
積
降
料
に
つ
い
て

は
町
か
ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
運
搬

料
に
つ
い
て
は
別
に
請
求
が
き
ま
す
の

で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
に
「
青
い
鳥

葉
書
の
無
償
配
布
」
が
さ
れ
ま
す
。

配
布
の
対
象
者

●

重
度
の
身
体
障
害
者

（
一
級
ま
た
は
二
級
）

●

重
度
の
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
に

「
Ａ
」
も
し
く
は
一
度
、
二
度
と
表

記
さ
れ
て
い
る
方
）

受
付
期
間

●

平
成
十
五
年
四
月
一
日

～

同
年
六
月
二
日
ま
で

配
布
葉
書

●

く
ぼ
み
入
り
通
常
葉
書

配
布
枚
数

二
十
枚

申
し
出
の
方
法

●

近
く
の
郵
政
公
社
へ
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提
示

（
申
請
用
紙
に
記
入
）

●

郵
便
に
よ
っ
て
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

（「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」

と
明
記
し
た
適
宜
な
用
紙
に
ご
本
人
の

手
帳
の
種
類
、
手
帳
番
号
、
級
別
ま
た

は
程
度
、
住
所
氏
名
を
記
入
）

第
十
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
町
予
選
出
場
希
望
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
お
よ
び
軟
式
野
球
は
登

録
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
予
選
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
は
五

月
二
十
日

ま
で
に
町
教
育
委
員
会
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
予
選
は
六
月
中
旬
以
降
に
実

施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

部

門

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

成
年
男
子
の
部
（
十
八
～
三
十
九
歳
）

壮
年
男
子
の
部
（
四
十
歳
以
上
）

実
年
の
部
（
五
十
歳
以
上
）

エ
ル
ダ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

【
軟
式
野
球
】

成
年
の
部

（
社
会
人
で
年
齢
制
限
無
し
）

壮
年
の
部
（
四
十
歳
以
上
男
子
）

参
加
資
格

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、

町
内
に
勤
務
地
が
あ
る
人

参
加
種
目
は
原
則
と
し
て
一

人
一
種
目

年
齢
基
準
は
平
成
十
五
年
四

月
二
日
現
在

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
等
に
加

入
し
て
い
る
こ
と

ナ
イ
タ
ー
設
備
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
等
の
社
会
教
育
施
設
の
利
用
時
間
は
、

午
後
十
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
方
に
お
い
て

午
後
十
時
を
超
え
て
利
用
さ
れ
て
い
る
事

例
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
午
後
十
時
に
は
利
用
を
終
了
し
、

｢

か
ぎ｣

を
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募 集

農
業
用
機
械
施
設
の

ご
利
用
に
つ
い
て

産
業
振
興
課

青
い
鳥
葉
書
の
無
償
配
布

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

福

祉

課

運
搬
料

積
降
料

利
用
料

一
回

八
、四
〇
〇
円

（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
中
村
の
場
合
）

一
回

三
、〇
〇
〇
円

一
時
間
あ
た
り
三
、六
〇
〇
円

第
十
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

町
予
選
出
場
チ
ー
ム
募
集

教
育
委
員
会

お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
の
広
報
に
掲
載
し
ま
し
た
、
第
二
十

三
回
勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
の
入
賞
者
に
お
い
て

「
十
キ
ロ
の
部
（
四
十
歳
以
上
男
子
）
三
位

新

開

裕
」（
敬
称
略
）
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
前
大
会
の
結
果
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
の
利
用

に
つ
い
て

(

お
願
い)

（火）

（火）

（１）（２）（３）（４）
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言葉の重さ

私
に
は
祖
父
が
い
ま
す
。
祖
父
は
少

し
だ
け
耳
が
不
自
由
で
す
。
数
年
前
か

ら
そ
う
い
う
状
態
な
の
で
、
私
は
祖
父

と
話
し
を
す
る
と
き
に
は
、
大
き
な
声

で
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し
ま
す
。
時
々
、

私
が
友
達
の
家
等
に
遊
び
に
行
っ
て
、

家
に
帰
っ
て
く
る
と
祖
父
が
、「
ど
こ
に
、

行
っ
て
た
ん
。」
と
私
に
尋
ね
て
き
ま

す
。
私
が
「
友
達
の
家
」
と
言
う
と
、

「
え
っ
」
と
何
回
も
言
っ
て
く
る
の
で

「
も
う
い
い
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

祖
父
に
対
し
て
失
礼
な
の
は
分
か
っ

て
い
て
も
、
つ
い
、
そ
う
や
っ
て
乱
暴

な
口
の
き
き
方
を
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
の
に
、
本

当
に
勝
手
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
で
も
、
こ
ん
な
私
で
さ
え
も
、
先

日
「
え
っ
」
と
驚
く
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
一
カ
月
ぐ
ら
い
前
の
こ
と

で
す
。
私
の
家
に
来
客
が
あ
り
、
祖
父

と
話
し
を
し
て
い
る
の
を
耳
に
し
ま
し

た
。
私
は
あ
わ
て
て
、
そ
の
人
の
と
こ

ろ
に
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
人
は
、

「
こ
の
人
、
話
に
な
ら
ん
わ
。」
と
、
私

に
祖
父
の
こ
と
を
言
う
の
で
す
。
私
は
、

「
す
み
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

ち
ょ
っ
と
耳
が
不
自
由
な
ん
で
す
け
ど
。」

と
言
う
と
、「
あ
っ
そ
う
。」
と
怒
っ
た

よ
う
に
言
葉
を
投
げ
捨
て
、
そ
の
人
は

出
て
行
き
ま
し
た
。
私
は
心
の
中
で
、

「
な
ぜ
こ
の
人
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
う

の
だ
ろ
う
。」
と
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
ま
だ
こ
の
話
は
ま
し
な
方
で
す
。

あ
る
時
、
祖
母
と
仲
の
良
か
っ
た
近

所
の
人
が
、
私
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ

た
の
で
す
。「
あ
ん
た
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
あ
ん
た
の
家

に
行
け
ん
な
。」
そ
の
言
葉
は
た
ぶ
ん
、

祖
父
が
耳
が
不
自
由
だ
か
ら
、
話
し
相

手
に
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
だ
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
人
は
以
前
に
も
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
耳
が
悪
く
て
あ
か
ん

な
。」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。
私
は
今
思
い
出
す
だ
け
で
、
と
て

も
、
と
て
も
腹
立
た
し
い
気
持
ち
と
共

に
、
何
も
知
ら
な
い
祖
父
に
対
し
て
、

か
わ
い
そ
う
で
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

そ
の
人
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
こ
ん
な
こ

と
を
言
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
、
絶
対
に
そ
ん
な
人
を
許
し
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
言
わ
れ
た
ら
、

ど
ん
な
に
嫌
な
思
い
を
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ど
う
し
て
そ
の
人
は
そ
ん
な
こ
と

が
わ
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
悲

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
元
気
だ
か
ら
、
そ
う

で
な
い
人
の
気
持
ち
な
ん
か
分
か
り
た

く
も
な
い
し
、
分
か
る
必
要
も
な
い
と

思
い
が
ち
で
す
。
で
も
、
人
は
み
ん
な

い
つ
か
歳
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。
い
つ

耳
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、
目
が
見
え

な
く
な
っ
た
り
、
体
が
不
自
由
に
な
っ

た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
、

祖
父
の
耳
が
不
自
由
で
な
か
っ
た
ら
、

き
っ
と
障
害
を
持
っ
た
人
や
、
歳
を
と
っ

て
体
が
弱
く
な
っ
た
人
の
気
持
ち
が
理

解
で
き
ず
、
何
気
な
い
言
葉
の
中
に
も
、

人
を
見
下
し
た
よ
う
な
言
葉
や
人
を
傷

つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『
人
の
ふ
り
見
て
、
我
が
ふ
り
直
せ
。』

昔
の
人
は
、
そ
ん
な
言
葉
を
よ
く
使
い

ま
す
。
祖
父
に
対
し
て
、
冷
た
い
言
葉

を
投
げ
か
け
た
人
た
ち
に
、
今
は
ま
だ

怒
り
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
人
を
憎
む

だ
け
で
は
、
決
し
て
世
の
中
は
良
く
な

り
ま
せ
ん
。

先
日
の
人
権
問
題
学
習
の
授
業
で

『
牛
の
か
た
き
う
ち
』
と
い
う
話
を
読

み
ま
し
た
。
飼
い
主
を
角
で
刺
し
て
殺

し
て
し
ま
っ
た
牛
を
悪
い
と
決
め
つ
け
、

処
刑
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
牛
を
処
刑
す
る
の
に
、
被
差
別
部
落

の
人
が
つ
き
役
に
選
ば
れ
ま
す
。
処
刑

を
見
て
い
た
民
衆
は
最
初
、
「
牛
を
殺

せ
。」
と
付
き
人
を
焚
き
付
け
ま
す
。

で
も
最
後
に
牛
が
死
に
そ
う
に
な
る
と
、

「
あ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
し
な
く
て
も
い

い
の
に
。
」
と
つ
ぶ
や
く
の
で
す
。
私

は
こ
の
話
し
を
読
ん
で
、
人
を
憎
ん
だ

り
、
ま
た
、
差
別
を
受
け
て
い
る
人
を

「
か
わ
い
そ
う
。」
だ
と
思
う
だ
け
で
は

何
も
解
決
し
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
み

ん
な
が
豊
か
な
気
持
ち
で
生
き
ら
れ
る
、

そ
ん
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
私
た
ち
が
率
先
し
て
差
別
を
し
な

い
気
持
ち
を
持
ち
、
そ
の
人
そ
の
人
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
、
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

言
葉
は
人
を
傷
つ
け
る
暴
力
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
が
た
と
え
本
人
に
聞
こ
え

な
く
て
も
、
周
り
を
本
当
に
嫌
な
気
持

ち
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
反

対
に
、
人
の
心
を
優
し
く
包
む
、
思
い

や
り
の
あ
る
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
と
、
授
業
で
学
ん
だ

こ
と
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
の
私
は
相
手

の
気
持
ち
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に

な
り
ま
す
。
今
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
、

私
の
周
り
の
人
と
の
私
の
生
き
方
を
変

え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
思
い
や
り

を
持
っ
た
優
し
い
言
葉
と
気
持
ち
で
、

人
と
接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

か た り あ う ペ ー ジ
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海
堂
を
咲
か
せ
大
師
の
庭
明
り

著
莪
の
花
音
無
き
雨
の
降
り
止
ま
ず

坂
本

美
馬
直
枝

春
風
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
空
に
舞
う

れ
ん
ぎ
よ
う
や
心
あ
た
た
む
ク
ラ
ス
会

横
瀬

日
下
智
世
子

風
の
ま
ま
流
れ
の
ま
ま
に
花
筏

春
の
日
の
女
ば
か
り
の
ク
ラ
ス
会

三
溪

中
林
祥
子

春
が
来
て
息
子
約
束
高
野
山

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

春
の
雨
終
の
人
生
惜
み
な
く

長
か
り
し
夢
も
叶
い
て
春
う
ら
ら

生
名

小
西
典
子

土かわ
器らけ
を
投
げ
て
弔
ふ
春
の
果

藤
を
見
に
二
タ
駅
乗
る
も
旅
ご
こ
ろ

生
名

丸
山
香
月

春
潮
の
老
師
が
語
る
遊
魚
暦

体
内
に
燃
え
る
も
の
あ
り
阿
波
浴
衣

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

大
声
で
呼
ん
で
み
た
い
や
母
の
日
に

花
曇
り
前
行
く
人
も
お
ぼ
ろ
な
り

掛
谷

駒
津
光
洋

灰
若
布
浸
せ
ば
色
の
鮮
か
に

犬
つ
れ
て
少
し
遠
出
や
春
の
風

沼
江

大
川
富
美

鍬
の
土
濁
り
と
な
り
て
水
温
む

木
の
芽
萌
ゆ
昨
日
の
雨
が
陽
に
匂
う

沼
江

中
井
清
二
郎

花
の
花
ビ
ラ
ガ
ラ
ス
に
着
き
し
乾
く
ま
ま

断
崖
に
居
る
を
知
ら
ず
に
岩
つ
つ
じ

生
名

石
田
白
萩

坂
本
俳
句
会

新
居
雄
彦

菜
摘
む
人
小
石
投
げ
る
子
春
の
川

水
温
む
つ
い
つ
い
唱
歌
口
ず
さ
む

板
東

征

二

朝
市
の
賑
わ
い
棚
に
草
餅
も

旅
立
ち
の
若
人
キ
ラ
リ
下
萌
ゆ
る

池
谷
武
久

蓬
餅
き
な
粉
こ
ぼ
し
つ
春
を
食
う

農
継
い
で
昔
の
ま
ま
や
籾
を
蒔
く

山
口
昭
市

瀬
戸
内
の
船
よ
り
望
む
桃
の
花

か
え
り
途
菜
の
花
明
り
月
あ
か
り

新
居

晋

ふ
る
里
の
香
り
た
っ
ぷ
り
蓬
餅

讃
岐
冨
士
裾
野
を
染
め
て
桃
の
花

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
誰
で
も
随
意
に

投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優

劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等

も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し

て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

五
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

六
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

わ
た
し
の
作
品

加入依頼書は、スポーツ安全協会各支部のほか各市区町村の教育委員会、
体育協会、主要体育施設などに備え付けてあります。

対象となる事故：★グループ活動中の事故
★往復中の事故

保 険 期 間：平成15年４月１日午前０時より
翌年３月31日午後12時まで（申込受付中）

団
体 対 象

加入
区分
対象となる
事故の範囲

掛金
（1人年額）

傷害保険 賠償責任保険
（補償限度額）

共済見舞金
死 亡 後遺障害

（最高）
入 院
（日額）

通 院
（日額）

子
ど
も
の
団
体

・中学生以下の子ども
・子どもの保護者
（スポーツの指導者、審判を除く。）

Ａ 団体活動中とその往復中 500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円
身体賠償 1人 １億円

1事故 ５億円
財物賠償 1事故 500万円

（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）

160万円

・中学生以下の子ども ＡＷ
団体活動中と
その往復中

1，050円
2，100万円 3，150万円 5，000円 2，000円

上記補償に身体・財物賠償
合算で 1事故500万円を加算

団体活動中とそ
の往復中 以外 100万円 150万円 1，000円 500円

身体・財物賠償 合算で
１事故500万円（免責1,000円）

対象と
なりません

・子どものスポーツ団体の
指導者（Ｃ区分での加入
もできます。）

ＡＣ 団体活動中とその往復中 1，000円 1，000万円 1，500万円 2，500円 1，000円
身体賠償 1人 １億円

1事故 ５億円
財物賠償 1事故 500万円

（各免責1,000円）

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）

160万円

大
人
の
団
体

・文化活動、ボランティア
活動、地域活動
（スポーツの指導、審判、ダンス、踊り等を除く。）

Ａ

団体活動中と
その往復中

500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円 身体賠償1人 １億円
1事故 ５億円
（免責1,000円）

財物賠償
1事故 500万円
（免責1,000円）

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）
160万円

・老人クラブなど
（60歳以上。） Ｂ 800円 600万円 900万円 1，800円 1，000円
・大人のスポーツ活動
（野外活動、身体運動を含む。） Ｃ 1，500円 2，000万円 3，000万円 4，000円 1，500円
・危険度の高いスポーツ活動
（アメリカンフットボール、山岳登はんなど。） Ｄ 9，000円 500万円 750万円 1，800円 1，000円

お問い
合わせ

〒770-0939 徳島市かちどき橋1-41 TEL088-655-3660
スポーツ安全協会徳島県支部

ホームページアドレス http://www．sportsanzen．org

資 料 請 求
（発送センター）
※電話での対応は
しておりません。

FAX専用フリーダイヤル（自動受付）

０１２０-１０４４４２

「加入依頼書（都道府県別／30名まで記入可）」、「団体員名簿（60名まで記入可）」、「あらまし」、「事故通知ハガキ」、「（団体員配布用）しおり」の
ご請求の際、①資料内容（上記印刷物名）②必要部数③送付先の住所④氏名⑤電話番号をお書きのうえ、左記FAX番号宛お送りください。なお、
発送には多少日数がかかる場合がありますので、ご了承ください。●お急ぎの場合はスポーツ安全協会各支部までご依頼ください。
ホームページ（http://www．sportsanzen．org）でも同様に受付しておりますので、ご利用ください。

財団
法人 （ ）徳 島 県

体育協会内
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の登録と狂犬病予防接種のお知らせ
平成15年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。今年度は

これが最後ですので受けていない方は最寄りの場所で必ず受けてください。

〇 登録料 3,000円
（平成７年度以降に登録された方は不要です）

〇 注射料 3,000円
平成７年度以降に犬の登録をされた

方は、注射案内通知のハガキを必ず

ご持参ください。

〇問い合わせは

勝浦町住民課（ ２－1501）

狂犬病は、現在日本では発生していません

が、外国では発生例が伝えられています。外

国からの輸入動物が多い現在、狂犬病も感染

する恐れがあります。

月日 場 所 時 間

五

月

十

一

日

坂 本 郵 便 局 前 午後 １:00～１:10

ＪＡ坂本事業所前 １:15～１:25

与川内消防詰所前 １:30～１:40

徳バス横瀬営業所前 １:45～１:55

Ｊ Ａ勝浦支所前 ２:00～２:10

中 山消防詰所前 ２:15～２:25

勝 浦 会 館 ２:30～２:40

大森良樹さん宅南 ２:45～２:55

古 山 商 店 横 ３:00～３:10

ＪＡ生比奈支所前 ３:15～３:25

農 村 婦 人 の 家 ３:30～３:40

生 名センター前 ３:45～３:55

平成15年度 狂犬病予防注射日程表

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。

必ず受けるようにしてください。

狂犬病について

飼
い
犬
は生
涯に
１回
の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を受けましょ
う
。

死亡届と変更届 犬の生涯に
１回の登録

毎年1回の
狂犬病予防注射
狂犬病予防注射は、毎年1回受

けなければなりません。

（犬の体調が悪いとき、治療

中の病気があるときは、あら

かじめ獣医師に相談し

てください。）

犬を飼い始めたときや、まだ

登録を受けていない場合は、

登録を受けましょう。

一度登録するとその犬の

生涯に有効です。

また、犬が死亡したときや犬の所在が

変わったとき飼い主が変わったときは、

最寄りの市町村長を経由して知事に変

更届をする事が義務づけられています。

（違反した場合は、未登録、

未注射と同様に罰則が適用

されます。）

ククリリーーンン情情報報

（日）
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５月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

５

月

10

日
（土）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日
（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（20日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第
４
火
曜
日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

５月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

５

月

６

日
（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日
（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

今月の回収日 ５月３日 午前９時まで●

五
月
十
四
日

●

五
月
二
十
八
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と

鑑
札
が
必
要
で
す
。

【
お
願
い
】

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

犬
の
フ
ン
の
処
理
は
飼
主
の
マ
ナ
ー

で
す
。
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

不用犬の
引き取り日

（水）

（土）

（水）

（１）
（２）

（３）
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不
法
投
棄
は犯
罪
で
す
！

み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
る
と
、「
廃
棄
物
の
処

理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
違
反
に
な
り
、

五
年
以
下
の
懲
役
か
一
千
万
以
下
の
罰
金
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
そ
の
両
方
が
課
さ
れ
ま
す
。（
他
の

法
令
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

町
で
は
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
法
投
棄
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
心
な
い
人
た
ち
に
よ
る
粗
大

ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
は
跡
を
絶
た
な
い
の
が

現
状
で
す
。

不
法
投
棄
に
対
し
て
は
、
監
視
な
ど
に
よ
る

未
然
防
止
対
策
が
効
果
的
な
こ
と
か
ら
本
年
度

か
ら
は
美
化
指
導
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
監

視
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
一
旦
不
法
投

棄
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
拡
大
を
防
止
す

る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、
不
法
投
棄
物
に

警
告
シ
ー
ル
を
貼
付
し
、
そ
の
不
法
投
棄
物
の

自
主
回
収
を
促
す
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
者
を

発
見
し
た
場
合
や
投
棄
者
が
特
定
で
き
そ
う
な

証
拠
品
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
随
時
警
察
署
へ

通
報
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
厳
し

く
対
処
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
住
む
環
境
を
守
る
の
は
、
私
た
ち
自

身
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
監
視
な
ど
の

協
力
も
不
可
欠
で
す
の
で
、
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

●不法投棄が行われている

●不法投棄をしようとしている

●不法投棄をして逃げていった

※警察へは、場所・時

間、投棄物、車両ナ

ンバーおよび犯人の

顔や身体の特徴など

を通報してください。

通 報 先

小松島警察署 08853-２-0110

横瀬駐在所 ２-2049

生比奈駐在所 ２-3049

坂本駐在所 ２-4018

勝浦町住民課 ２-1501

不法投棄は

「しない！」「させない！」「許さない！」

まちはごみ捨て場ではありません

不法投棄を見たらすぐに警察へ通報してください
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例
年
よ
り
一
カ
月
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
が

今
年
も
全
国
一
斉
に
「
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
期
間
中
は
、
県
下
各
地
で
多
彩
な
交

通
安
全
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
こ
の
運
動
に
参
加
し
て
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
目

的

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
っ
て
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
県

民
の
皆
さ
ん
自
身
に
よ
っ
て
道
路
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

二
、
期

間

五
月
十
一
日

～

五
月
二
十
日

ま
で
の
十
日
間

三
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

四
、
運
動
重
点

①
子
供
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

◎
歩
行
者
・
自
転
車
事
故
の
多
く
は
、
自

宅
近
く
の
通
り
慣
れ
た
道
路
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

家
族
ぐ
る
み
で
自
宅
周
辺
の
交
通
危

険
箇
所
を
確
認
し
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
子
供
は
遊
び
に
夢
中
に
な
る
と
周
囲
の

こ
と
が
目
に
入
り
ま
せ
ん
。

保
護
者
の
方
は
、
子
供
さ
ん
が
外
出

す
る
と
き
に
は
、「
道
路
を
渡
る
と
き
は

左
右
の
車
に
気
を
つ
け
て
」
な
ど
一
声

か
け
る
こ
と
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

◎
昨
年
の
交
通
事
故
死
者
六
十
九
人
の
う

ち
十
八
人
が
歩
行
者

こ
の
う
ち
十
四
人
が
高
齢
者
で
し
た
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
「
交
通

安
全
三
則
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〇

正
し
い
通
行
の
励
行

（
歩
道
通
行
・
路
側
帯
通
行
）

〇

横
断
時
の
右
・
左
の
安
全
確
認

〇

明
る
い
服
装
、
反
射
材
の
着
用

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
は
、
事
故
の

被
害
を
防
止
・
軽

減
す
る
の
に
最
も

効
果
的
で
す
。

昨
年
、
四
輪
者

の
事
故
死
者
二
十

五
人
の
内
、
十
四

人
が
ベ
ル
ト
着
用

で
助
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。

運
転
者
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
同

乗
者
が
着
用
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●

不
測
の
事
故
に
備
え
、
運
転
者
の
責
任

に
お
い
て
全
て
の
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
、
六
歳
未
満
の
幼
児
に
は
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
幼
児
の
体

格
に
合
っ
た
も
の
を
、
確
実
に
シ
ー
ト

に
取
り
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
飲
酒
・
暴
走
等
無
謀
運
転
の
追
放

●

運
転
者
の
方
は

飲
酒
・
暴
走
等
無
謀
運
転
の
危
険
性

を
認
識
し
、
安
全
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

●

地
域
で
は

各
種
会
合
、
行
事
等
の
機
会
を
と
ら

え
、
無
謀
運
転
の
危
険
性
を
啓
発
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
無
謀
運
転
を
許
さ
な
い

環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

●

家
庭
で
は

安
全
運
転
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
安

全
の
た
め
の
声
か
け
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

●

職
場
で
は

朝
礼
や
社
内
広
報
紙
等
を
活
用
し
て

指
導
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

小
松
島
警
察
署

勝
浦
町
生
比
奈
駐
在
所
長

警
部
補

津
山
章
次

二
月
二
十
一
日
付
の
異
動
に
よ
り
、
牟
岐

警
察
署
地
域
係
長
か
ら
勝
浦
町
生
比
奈
駐
在

所
長
と
し
て
着
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

自
宅
は
、
阿
南
市
で
す
が
勝
浦
町
内
の
地

理
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
、
ま
た
駐
在
所
勤

務
は
初
め
て
で
す
が
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
今
ま
で
他
部
門
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し

て
、
勝
浦
町
の
地
域
の
安
全
と
平
穏
の
た
め

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
あ
わ
の
道ルー
ル
守
っ
て

交
通
安
全
」

駐 在 所

だ よ り

全
国
春
の
交
通
安
全

運
動
の
実
施
に
つ
い
て

（火）（日）
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国保と医療費

保健事業費 10，947千円
総務費 8，050千円

介護納付金 25，424千円 その他 21，640千円 一般会計繰入金 44，443千円 その他 1，135千円

国民健康保険税
184，347千円

繰越金
169，708千円

国県支出金
292，187千円

交付金 52，965千円

歳 入
744,785千円

保険給付金
（医療費等）

405，270千円
老人保健拠出金
173，454千円

予備費
100，000千円

歳 出
744,785千円

国民健康保険被保険者証の検認をまだ済まされていな

い人は、旧の保険証をご持参の上、勝浦町税務課まで至

急お越しください。

この制度は、世帯主＋その世帯の被保険者の合計所得<33万＋35

万>×被保険者数の条件を満たしている世帯の均等割額と平均割額

の合計の20％が減額される制度です。

該当する世帯には、役場から申請書を送付しますので記入・押印

のうえ、締め切り日までに勝浦町税務課へ提出してください。

提出がない場合は、軽減が受けられませんのでご注意ください。

なお、７割・５割軽減につきましては申請は必要ありません。

※各軽減は、平成14年中の所得申告をすませていないと受けること
ができません。まだ申告をされていないかたは、必ず、申告を行
ってください。

国民健康保険税
２割軽減制度について

40歳から64歳の介護保険料は、国保料(税)として徴収します。

平成15年度 国保会計当初予算
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

２ 金 ポリオ生ワクチン投与 13:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成７年11月３日～平成15年
２月２日までに生まれた子で、
まだ２回受けていない子

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

７ 水 ディ・ケア「たんぽぽの会」 13:30～ ふれあいの里
さ か も と

会 員 エ プ ロ ン

12 月
食生活改善推進員総会
並 び に 研 修 会

９:30～15:00
農村環境改善
セ ン タ ー

ヘルスメイト エ プ ロ ン

16 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成11年11月１日～平成
12年２月29日までに生ま
れた子

予 診 票
母子健康手帳

21 水 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

30 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30

農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年10月１日～平成
15年３月31日までに生ま
れた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

５月の保健行事 〈お問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師へ 2-1502〉

５月～10月にかけてはマムシの出没期です。もし、

マムシにかまれたら応急処置をして、一刻も早く医

師の診断を受けましょう。

○傷口より心臓に近いところを強くしばる。

○ 15分に１回は、しばりを解いて血を通し、

またしばる。

勝 浦 病 院（勝浦町棚野）
08854―２―2555
福原診療所（上勝町福原）
08854―６―0302
上勝町診療所（上勝町正木）
08854―４―5010

平成15年５月１日から

10月31日まで

応 急 処 置

血清の保管場所

保 管 期 間

み ん な の 健 康

県では、県下を東部、西部、南部の３つの地域

に分け、それぞれに小児救急医療体制を整備して

います。勝浦町は南部地域に含まれ、拠点病院と

して、徳島赤十字病院において、24時間365日小

児科専門医が対応しています。

なお受診される際には、あらかじめ電話で確認

してください。

徳島赤十字病院
小松島市中田町字新開28－1

08853－２－2555

利用される保護者の方へ

日ごろからの健康管理を行う上で、「かかりつ

け医」を持つように心がけましょう。また、救急

医療は、臨時、応急的な処置です。次の日には、

かかりつけ医で受診しましょう。

小児救急をはじめとする救急医療情報を、

徳島県ホームページ「医療とくしま情報箱」
(http://www.iryo.pref.tokushima.jp)
で紹介しています。

徳島の小児救急
医療体制について

まむしに
かまれたら
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日日
本本
脳脳
炎炎
のの
予予
防防
接接
種種
がが
始始
まま
りり
まま
すす

医 療機 関

※あらかじめ医療機関

にお問い合わせくだ

さい。

４月から、３種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）、麻しん、風しんの

予防接種を実施していますが、５月から日本脳炎の予防接種が始まります。

月 火 水 木 金 土 日 受付時間

赤岩医院
（２－2006）

× 午前９時～12時
（月～土）× × × × × × ×

勝浦病院
（２－2555）

× × × × × 午前10時～午後３時
（月・金曜日のみ小児科で）× × × × ×

山西医院
（２－3027）

× × 午前９時～11時30分
午後３時～５時× × ×

※なお、平成15年度から麻しんおよび日本脳炎予防接種の
自己負担は無料になりました。

※×印のはいっているところは接種が受けられません。

接種される場合、あらかじめ電話等で接種を希望する医療機関へ予約をしてくださ

い。なお、直接、医療機関に行っても受けられません。

定期予防接種実施期間
４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月
10
月
11
月
12
月
１
月
２
月
３
月 実施場所

３種混合

赤岩医院

勝浦病院

山西医院

２種混合

麻 し ん

風 し ん

日本脳炎

接種料金について
３種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風） ……無 料

２種混合（ジフテリア・破傷風） ………………無 料

風 し ん…………………………………………無 料

麻 し ん…………………………………………無 料

日 本 脳 炎…………………………………………無 料

★任意接種（定期接種の年齢以外の児や実施期間以外に接種した場合）となった場合は接

種料金が全額自己負担となります。次の料金を医療機関の窓口で支払ってください。

日本脳炎 １回につき 5，000円、麻しん 6，000円、風しん 6，000円、

３種混合 １回につき 5，500円、２種混合 4，500円

お問い合わせ 勝浦町福祉課 保健師まで ２－1502

個別接種
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五
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

十
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階

視
聴
覚
室

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
七
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
五
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日

二
十
八
日

休

館

日

五
日
・
十
二
日
・
十
九
日

二
十
六
日
・
三
十
一
日

※
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
の
返

却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
新
着
図
書

宗
旦
狐

澤
田
ふ
じ
子

武
蔵
と
小
次
郎

津
本

陽

愛
が
な
ん
だ

角
田
光
代

上
高
地
の
切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク

島
田
荘
司

二
枚
目
～
並
木
拍
子
郎
種
取
帳
～

松
井
今
朝
子

わ
れ
沽
券
に
か
か
わ
ら
ず

渡
辺
房
男

霧
の
む
こ
う
に
住
み
た
い

須
賀
敦
子

わ
た
く
し
の
旅

池
波
正
太
郎

沈
船
検
死

曽
野
綾
子

家
康
と
権
之
丞

火
坂
雅
志

犬
吉

諸
田
玲
子

手
紙

東
野
圭
吾

Ｐ
Ａ
Ｙ

Ｄ
Ａ
Ｙ
!!!

山
田
詠
美

オ
キ
ー
フ
の
恋
人

オ
ズ
ワ
ル
ド
の
追
憶

上
・
下

辻

仁
成

似
な
い
者
夫
婦

津
村
節
子

幸
福
の
軛
（
く
び
き
）

清
水
義
範

緩
や
か
な
反
転

新
津
き
よ
み

十
一
月
の
少
女

森
内
俊
雄

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

本
多
孝
好

ザ

エ
ク
セ
レ
ン
ト

カ
ン
パ
ニ
ー

高
杉

良

ほ
ん
ま
に
…
ど
な
い
な
っ
と
ん
ね
ん

玄

月

水
の
世
紀

村
上
雅
博

漢
方
美
人
講
座

幸
井
俊
高

全
身
ピ
カ
ピ
カ

ボ
デ
ィ
ケ
ア
実
川
久
美
子

監
修

素
肌
美
人
に
な
る

吉
木
伸
子

う
ち
の
合
わ
せ
技

み
そ
で
つ
く
る

元
気
食

江
上
栄
子

監
修

麻
ひ
も
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ｃ
・
Ｒ
・
Ｋ
ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ

は
じ
め
て
の
「
ぬ
う
」
と
「
あ
む
」

～
ボ
タ
ン
つ
け
か
ら
人
気
手
芸
ま
で
～

主
婦
の
友
社

平成14年度の図書館利用者数は34，223人です。県

立図書館との連携を密にして、皆さまのご要望に応

じられるよう努めていきたいと思っております。

本年度もなお一層ご利用くださいますよう、お願

い申し上げます。

開館
日数

利 用 者 数 貸 出 冊 数
月 当 月 累 計 一日平均 当 月 累 計 一日平均
４ 24 2，323 2，323 97 3，132 3，132 131
５ 26 2，643 4，966 102 3，079 6，211 119

６ 25 2，894 7，860 116 3，297 9，508 132
７ 25 3，358 11，218 135 3，966 13，474 159
８ 26 3，858 15，076 149 4，697 18，171 181
９ 25 3，077 18，153 124 3，890 22，061 156
10 26 2，832 20，985 109 3，156 25，217 122
11 25 2，764 23，749 111 3，273 28，490 131
12 23 2，517 26，266 110 2，857 31，347 125
１ 23 2，625 28，891 115 3，240 34，587 141

２ 23 2，576 31，467 112 3，551 38，138 155
３ 26 2，756 34，223 106 3，607 41，745 139

開館
日数
ＶＴＲ貸出 ＣＤ貸出 貸 出合計

月 当 月 累 計 当 月 累 計 当 月 累 計
４ 24 895 895 62 62 4，089 4，089
５ 26 815 1，710 73 135 3，967 8，056

６ 25 908 2，618 48 183 4，253 12，309
７ 25 1，039 3，657 93 276 5，098 17，407
８ 26 1，204 4，861 59 335 5，960 23，367
９ 25 1，112 5，973 78 413 5，080 28，447
10 26 1，000 6，973 85 498 4，241 32，688
11 25 1，100 8，073 84 582 4，457 37，145
12 23 943 9，016 62 644 3，862 41，007
１ 23 1，004 10，020 83 727 4，327 45，334

２ 23 941 10，961 77 804 4，569 49，903
３ 26 1，013 11，974 81 885 4，701 54，604

十
八
面
の
骰
子
（
さ
い
こ
ろ
）

森
福

都

最
盛
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
宋
の
時

代
を
舞
台
に
、
皇
帝
に
直
接
任
命
さ

れ
、
身
分
を
隠
し
て
全
国
を
行
脚
し

地
方
役
人
の
不
正
を
断
罪
す
る
巡
按

御
史
、
溥
伯
洲
の
活
躍
劇
。

人
間
の
条
件

上
・
下

森
村
誠
一

片
倉
宏
は
結
婚
相
談
所
の
パ
ー
テ
ィ

ー
で
出
会
っ
た
仁
科
里
美
に
求
婚
す

る
が
断
ら
れ
て
し
ま
う
。
失
意
の
片

倉
の
自
宅
周
辺
で
起
こ
っ
た
Ｏ
Ｌ
殺

人
事
件
の
捜
査
に
動
き
出
し
た
警
視

庁
捜
査
一
課
の
棟
居
刑
事
は
事
件
解

決
の
手
掛
か
り
す
ら
掴
め
ず
に
い
た
…
。

★ 平成14年度図書館利用状況 ★

新 着図 書 一 部 紹 介

図書館

だより

（土）

（日）
（土）
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３
月
16
日
～
４
月
15
日

（
敬
称
略
）

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
坂
本
字
宮
平

上
平
数
雄（
85
歳
）

大
字
三
溪
字
日
浦

山
田
清
子（
87
歳
）

大
字
三
溪
字
橘

門
田
マ
サ
子（
79
歳
）

大
字
棚
野
字
西
久
保

渡
邊

昭（
60
歳
）

大
字
三
溪
字
上
羽
瀬

泉

フ
ク
ヱ（
77
歳
）

大
字
坂
本
字
稲
原

森

ツ
ル
ノ（
86
歳
）

大
字
坂
本
字
宮
平

池
窪
辰
太
郎（
96
歳
）

大
字
生
名
字
大
前

武
田
ス
ミ
枝（
75
歳
）

大
字
坂
本
字
上
寺

影
平
ヤ
ス
ヱ（
82
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

３
月
16
日
～
４
月
15
日

宮
本
重
孝
さ
ん
（
星
谷
）

溝
上
忠
雄
さ
ん
（
棚
野
）

栗
本
義
治
さ
ん
（
与
川
内
）

森

茂
樹
さ
ん
（
坂
本
）

武
田
治
雄
さ
ん
（
生
名
）

池
窪
徳
夫
さ
ん
（
坂
本
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日 時 ５月26日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

心配ごと相談
● 日時 ５月２日
５月９日
５月16日
５月23日
５月30日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容

人権・行政・厚生・福祉

● 場所

勝浦町住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

５ 月

５月２日 赤 岩 医 院 ２－２００６

５月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月６日 上勝町診療所 ４－５０１０

５月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月10日 山 西 医 院 ２－３０２７

５月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月14日 湯 浅 医 院 ２－２００３

５月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月18日 赤 岩 医 院 ２－２００６

５月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月22日 上勝町診療所 ４－５０１０

５月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月26日 山 西 医 院 ２－３０２７

５月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月30日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
８ 15 22 29

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
６ 13 20

午後２:00～４:00
火 火 火

歌 謡
６ 13 20

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
７ 20

午後７:30～９:30
水 火

大正琴
15 ９ 29 木曜日は午後１:00～３:00

金曜日は午後７:00～９:00木 金 木

習 字
９ 16 23 30

午後７:00～９:00
金 金 金 金

５月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

戸籍の

窓

交通事故相談日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（月）

（金）
（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）




